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の効果
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光格子系は，相互作用，粒子数などのパラメータを変えることができ，
理論モデルを実現可能な系として最近盛んに研究されている．フェルミ
粒子系におけるスピン自由度は，6Liや 40Kの超微細構造を用いて表現
される．近年では，重さの異なるフェルミ粒子で表現される質量インバ
ランス系も実現 [1]しており特に注目されている．この系を記述する引
力相互作用をもつハバード模型に，動的平均場理論の解析により，絶対
零度において超流動状態と電荷密度波状態が相分離することが知られて
いる [2]．しかしながら，有限温度においてどのように出現するか議論さ
れていない．
本研究では，動的平均場理論の不純物解法として連続時間量子モンテカ
ルロ法 [3]を用いて解析を行い，有限温度における相図を決定する．
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